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受付 
オリエ

ンテー

ション 
固定資産評価基準について 昼食 

固定資産税（家屋）の課税客体 
家屋評価の仕組み 

 

●家屋評価の計算はシステム頼りの部分があったの

で、今回の研修で詳細を知ることができて良かっ

た。 

●家屋評価のノウハウがわかりました。 

●評価算定に必要な知識、評価表の見方がわかりまし

た。 

      

     

     

     

■固定資産（家屋）事務の遂行に当たって、固定資

産評価基準による家屋評価について基礎から学

び、家屋の課税客体や家屋評価の仕組みについて

理解する。 
  

 

 

 （一社）日本経営協会 小川 正己 氏 

 

■本協議会での研修実績 

・固定資産税（家屋評価）研修（R４～） 

 

■カリキュラム 

■新任の固定資産税家屋評価担当職員 

■受講対象者 

 

【日 程】 令和６年 ６月１９日（水） 

【定 員】 ７２人  

【会 場】 熊本県市町村自会館別館 ２階 会議室    【申込期限】 令和６年 ５月１７日（金） 

                                 

 

■研修のねらい 

■講師紹介 

■参加者の声 

■研修の概要  持参物、事前課題等は研修協議会ホームページで御確認ください。 


